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国立大学法人お茶の水女子大学	 

	 

お茶の水女子大学が「宮古・ニュートン・スクール」にて理科と音楽を融合させた実験講座を

小学生対象に実施	 

	 

１．趣旨	 

「東日本大震災被災地理科教育復興支援事業」の一環としてお茶の水女子大学が「宮古・ニュートン・

スクール」にて理科と音楽を融合させた実験講座を実施します。	 

	 

２．実施日時：	 平成 27 年 1 月 24 日（土）	 9：30～11：30	 	 

場所：	 宮古市立宮古小学校	 音楽室	 （岩手県宮古市横町 5-1）	 

参加者:	 	 	 	 	 宮古市内の小学生	 40 名程度	 

 
３．実施概要	 	 	 

自然科学分野に対する興味・関心を高め、自ら課題を見つけ解決した

り、学校の授業に問題意識をもって臨んだりできる児童を育てることを

目的とした「宮古・ニュートン・スクール」にて、理科と音楽を融合さ

せたおもしろ実験講座を実施します。 

プロの演奏家による生演奏を交えながら音が伝わる仕組みを学んだ

り、音を視覚化する実験などを児童達自身が体験しながら、音の科学に

迫ります。	 

	 

	 

４．その他背景など	 

お茶の水女子大学サイエンス＆エデュケーションセンターは、平成 23 年 11 月から、岩手県被災地での理科教育支援

として、教材送付や教員研修を行って参りました。この活動をより進めるために、平成 24 年には、岩手県、野田村、宮

古市、山田町、大槌町、釜石市、大船渡市の各教育委員会と「震災復興に向けた多様な取組に関し相互に協力し、児童生

徒の育成と地域社会の復興・発展に寄与する」ことを目的とした協定を締結致しました。現在、文部科学省の特別経費事

業「東日本大震災被災地理科教育復興支援事業」（H25-27）として、狭隘スペース教材)の開発・送付、さらにお茶の水女

子大学と岩手県沿岸部の学校をネット回線で繋いだネット教員研修・授業などを実施しています。	 

	 

※	 つきましては、是非実際の講座の模様を会場にて取材・報道していただけますようお願いいたしま

す。なお、本件に対する問い合わせ先は、以下にお願いします。	 

お茶の水女子大学広報チームリーダー	 柴田	 正造	 ℡：03－5978－5104	 

「音を見る」クラドニ図形（上）とオシロスコープ（下）	 


